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論文内容の要旨
The optimal alignment of the tibial implant in unicompartmental 




















内側型変形性膝関節症の CT-DICOM データをもとに、UKA 後の脛骨近位部の三次元有限
要素モデルをMimics Ver.21 (Materialise)を使用し、4面体 2次要素数 48800個で構成し
た。脛骨インプラントの設置角は脛骨長軸に対して前額面で中間位及び内外反 5°、矢状面
では後傾 0° 5° 10°とした。各条件下でチタン合金製(Ti-6Al-4V)脛骨インプラントを脛骨骨切
り面に固定した状態で緩みのある状態と緩みのない状態を再現した。脛骨遠位端を固定し、
脛骨長軸方向に内外顆均等に計 1500N の荷重を加え、インプラント直下の脛骨近位部の応
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